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X線天文衛星に搭載するX線観測機器は，衛星内部の有機物から放出されるアウトガスによるコンタミネーショ
ンによって，検出効率等の性能低下を引き起こす。特に X線 CCDのように-110℃程度まで冷却する検出器は，
アウトガスが吸着しやすくコンタミネーションの影響が大きい。今年度打ち上げ予定のX線天文衛星ASTRO-H
に搭載する X線 CCD(SXI)は，コンタミネーション防護用の CBF(Contamination Blocking Filter)と呼ぶフィ
ルターを装備する。
SXIのCBFの役割は，コンタミネーションの防護に加えて，地球大気が放射する紫外線や，天体が放射する可

視光を遮光する役割もある。CBFは厚み 200nmのポリイミドの両面に厚みがそれぞれ 40nmと 80nmのアルミ
ニウムを蒸着したもので，ポリイミドで紫外線を，アルミニウムで可視光を遮光する。
これまでに，フライト品のCBFは音響試験で損傷がないことを確認し，X線・紫外線・可視光透過率の測定を

終えた。X線・紫外線透過率の測定はKEK-PFにおいて実施し，炭素，窒素，酸素，アルミニウムのK吸収端付
近のX線吸収微細構造 (XAFS)を含めたX線透過率を測定することができ，O-Kで 50%以上の透過率を持つこ
とが分かった。本公演では，CBFのX線・紫外線・可視光透過率の測定結果と音響試験の結果について報告する。


